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Ⅰ　法人運営部門
●社協会員の加入促進
　町民皆様の理解を求め、個人、福祉施設、福祉団体、会社
等からの会員加入促進に取り組みます。

●専門研修の参加等
　独自での研修を企画するほか、様々な研修へ参加すること
で、役職員の資質、技能の向上を図ります。

●社協だより・ホームページ・SNS等による周知
　年４回発行する「おとふけ
社協だより」と社会福祉協議
会ホームページ、Facebook、
インスタグラム、LINE等に
より社会福祉協議会の活動状
況やボランティアの情報等の
発信と運用・管理の適正化を図ります。
ホームページアドレス　http://otofuke-shakyo.jp/

●老人クラブ連合会事務局業務
　役員会の開催、単位老人クラブへの支援、各種研修や大会
の運営等、老人クラブ活動の推進に努めます。

●音更町社会福祉法人連絡会事務局業務
　町内社会福祉法人の抱える課題や相互連携に繋がる取り組
み、また社会福祉協議会への協力等について協議、共有する
協議体を構成します。

●地域福祉活動補助金交付事業
　町内で活動されている福祉団体に対し、運営費の一部補助
を行います。

●赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金運動への協力
　助成金の適切な活用について協議を行い、募金活動の啓発
について協力します。

●第２期地域福祉実践計画の推進
　令和８年度から令和12年度までの５か年での計画として
施行される「第２期地域福祉実践計画」に基づいて、各事業
を推進します。

Ⅱ　地域福祉部門
●生活支援体制整備事業
　音更町の委託を受け、生活支援コーディネーターが地域課
題や支援ニーズを把握し、既存の地域資源を整理します。ま
た住民や関係団体との協議を重ね、今後の体制整備に向けて、
支え合いの仕組みづくりの検討を進めます。

●地域農園事業
　生活の基盤となる身近な地域において、農作業を通して外
出の機会、社会参加の場を創出し、参加者同士の「支え合い」
の関係構築を目指し、他の社会福祉法人等との共催により実
施します。

●地域交流サロン活動の普及促進
　サロンへの定期的な訪問を通して課題を把握するほか、チ
ラシ作成、広報、研修会の開催等の支援を行います。また、
サロン設置にかかる「空白地域」へ重点的に情報発信を行い、
新規立ち上げに向けた働きかけを行います。

●子育てサロンの運営支援
　活動助成等の支援を行い、長期的に利用できる場所の確保
を検討します。併せて電話、訪問等で活動状況を把握し、必
要に応じた支援を行います。

●常設型居場所づくりの検討
　常設型居場所の実現に向けて、住民、関係団体と地域ニー
ズの整理、計画内容の検討、財源確保の方向性を検討します。
併せて町との調整や情報発信を進め、事業の理解を促します。

●出前講座を通じたニーズの把握
　関係団体への案内や、各種広報を活用し、出前講座の周知
を図ります。また、講座の内容についても、ニーズに応じて
適宜検討します。

●ボランティアセンター事業
　ボランティア活動の需給調整のほか、ボランティア養成等
の講座の充実による担い手の育成と、情報発信方法の改善を
目指し、誰もが参加しやすい環境整備を検討します。

●災害ボランティアセンターの設置運営準備
　「災害ボランティアセンター設置運営マニュアル」に基づ
き、研修内容を内部で協議します。平時での取り組みが有意
義なものになるよう、開催に向けて、関係機関との協議を重
ね実施します。

　昨年度は、令和３年度に策定した「第１期地域福祉実践計画」の最終年度として、諸事業に取り組んできました。
　本年度は令和８年度から令和12年度までを期間として策定した「第２期地域福祉実践計画」の初年度となります。
第１期の計画を土台としつつ、今日的状況に応じて、新たに取り組むべきものにも着手してまいります。

令和８年度　社協の事業について
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●おとふけ生きいきポイント事業
　音更町の委託を受け、活動を通して高齢者自身の介護予防
を推進し、実質的に保険料負担の軽減や介護給付費等の抑制
に繋げることを目的に、事業全体の周知及び登録者への情報
発信の強化を図ります。

●レクリエーション用具の貸出
　様々なレクリエーション用具について、地域交流サロンや
町内会等の地域活動の場で紹介を行うとともに、社協だより、
ホームページ、SNS等で広く周知し、利用促進を図ります。

●福祉フェスタの開催
　地域住民、福祉施設、ボランティア等との協働による「ふ
れあいの場」として、人と人との繋がりを図り、福祉への理
解を深めることを目的に開催します。

●歳末ふれあい事業 
　歳末たすけあい運動における募金をもとに、帯広大谷短大
介護福祉専攻の学生の協力を得て、学生と町内ひとり暮らし
の高齢者とが手紙をツールとした双方向での「お便り交流」
を行います。また本事業参加者を対象に、対面での交流であ
る「おたのしみ会」を企画します。

●福祉用具の貸出
　介護保険等の福祉制度が適用されない町民に対し、車いす
をはじめとした在宅で生活するうえで必要となる福祉用具を
一時的に貸出します。

●ひとり親家庭支援事業
　歳末たすけあい募金を活用して、18歳以下（高校３年生
まで）の子どもを養育しているひとり親世帯へ援助品を配布
します。

●喫茶はっぴぃ～事業
　総合福祉センターにて、ボランティア、地域住民の交流の
場、また障がい者の社会参加の場として運営します。

●コミュニティサポーターの養成
　地域での担い手確保に向け、養成講座の内容や募集方法を
見直し、参加しやすい環境づくりを検討します。また受講者
の活動状況を把握し、フォローアップや関係団体との連携を
進めます。

●コミサポカフェの開催
　本会に登録しているコミュニティサポーターの協力を得な
がら、総合福祉センター内を会場としたカフェを開催します。

「認知症や障がいがあっても誰もが安心して、楽しめる居場
所」「地域住民がつながる場」を目指し、お茶等を飲みなが
らリラックスした雰囲気で交流をします。

●音更町ふれあいの家支援事業
　空き家等を活用した、住民主体の運営による交流の場の設
置にかかる運営費の一部を助成します。

●帯広大谷短期大学との連携事業
　地域住民と学生との交流の促進と、地域福祉への学生の理
解を深めることを目的とし、連携の一環として取り組んでい
る「歳末ふれあい事業」や「福祉フェスタ」「福祉教育」等
の事業を通して、地域住民と学生との接点を創出します。

●福祉教育の推進
　帯広大谷短期大学と連携をし、本会職員の専門性と資源を
活かして、町内各学校の福祉教育を推進します。

●社会福祉士養成実習生の受入
　実習指導者を中心に受入れ体制を整え、養成校と連携して
実習内容や日程を調整します。また、相談援助の基礎理解と
地域福祉の実践を学べるプログラムを実施し、実習生の学び
を支えます。

Ⅲ　生活福祉支援部門
●日常生活自立支援事業
　北海道社会福祉協議会の委託を受け、認知症高齢者・障が
い者等、判断能力が十分でない方に対し、福祉サービスの利
用手続き援助や日常的な金銭管理等の支援を行います。支援
にあたっては、北海道社会福祉協議会の示すルールに則り、
適正な支援を心掛けます。

●音更町成年後見サポートセンター事業
　音更町の委託を受け、成年後見制度に係る啓発活動の実施
や相談に応じる他、市民後見人養成講習を開催します。その
他、町民を対象とした映画上映会を開催します。

●法人後見事業 
　家庭裁判所からの選任を受け、社会福祉協議会が成年後見
人等になり、被後見人の意思を尊重し、かつ心身の状態や生
活状況に配慮して、法人後見支援員との協働により、身上監
護や財産管理事務等を行います。被後見人の財産管理にあ
たっては、内部のチェック機能を適切に行うほか、法人後見
運営委員会、法律相談員を設置し、状況に応じて必要な助言
をいただきます。また、法人後見支援員に対し、情報交換会
やフォローアップ研修を開催します。

＜喫茶はっぴぃ～営業時間＞
　月曜日～金曜日（年末年始・祝祭日及び第３月曜日除く）

　午前10時30分～午後３時00分

【はっぴぃ～で活動してみませんか】
　心身に障がいがあり、就労等の確保が困難な方の社会
参加の場でもあります。
　作業については先輩やボランティアがサポートしてく
れますので、まずはお気軽にご連絡ください。
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●身寄り支援事業の検討
　国の政策動向や成年後見制度、日常生活自立支援事業等、
関係制度の改正議論の動向を注視しつつ、身寄りがないこと
に伴う諸問題に対する支援について町担当課とともに検討し
ます。

●コミュニティサポート　見守り訪問事業
　在宅で生活している認知症の症状がある方を対象に、研修
を修了した「コミュニティサポーター」が、話し相手や介護
者不在時の留守番、本人との趣味活動等の見守り支援を行い
ます。支援にあたっては、サポーターからの報告により、利
用者の状況を把握し、必要に応じて、担当職員が相談支援や
活動フォローを行います。また、関係機関との連携を強化し、
支援が必要なケースを早期につなげるよう努めます。

●コミュニティサポート　あんしんお預かり事業
　何らかの理由により一時的に生活を維持する為の払戻しや
支払いが出来ない状態となり、他に適切な支援者が不在の場
合、利用希望者との契約により本会が通帳の預かりや入出金
の支援代行をします

●コミュニティサポート　緊急時安否確認事業
　申請により登録した独居高齢者等の自宅の鍵を預かり、本
人に異変があった際に安否確認を行います。事業の周知を強
化し、利用につながる相談対応に努めるほか、サポーターや
関係機関と連携し、平時の見守り情報を共有する体制を整え
ます。

●生活福祉資金貸付事業
　北海道社会福祉協議会の委託を受け、収入が少なく必要な
資金の融資を他から受ける事が困難な世帯や、障がい者、高
齢者のいる世帯の生活安定、向上を図ることを目的に様々な

資金の相談窓口となります。貸付制度の変更点等、都度正確
に情報を整理し、相談者の状況に応じて、不利益にならぬよ
う的確な支援に努めます。また、関係機関との連携を密に、
必要に応じて広域な支援を行います。

●生活困窮者に対する安心サポート事業
　北海道社会福祉協議会との協働により、制度の狭間の生活
困窮などの様々な課題を抱える人に対し、自立相談支援機関
等の関係機関と連携し、概ね３万円を限度とした経済的援助
を現物給付で行います。支援にあたっては、本事業の利用が
世帯の自立と今後の安定に繋がるかを見極め、的確な支援に
努めます。

●応急生活資金貸付事業
　生活保護世帯等の要援護者が、生活に緊急を要する際、本
会の小口資金の貸付を行います。貸付を行うことで、生活の
自立に繋がるかを見極め、福祉事務所の見解を十分に確認の
うえ支援に努めます。

●フードバンク事業
　何らかの理由により生活が困窮した状態となり、当面の食
料等がない世帯に対し、町民等から募った食料等を提供する
ことにより本人の自立に向けた意欲の向上と、食品ロスの削減
に寄与します。実施にあたり、具体的な食材の管理方法につ
いて整備を行うほか、各媒体を通じて事業の周知に努めます。

Ⅳ　高齢者就労センター部門
●高齢者就労センター
　町内在住の概ね60歳以上（80歳未満）で健康な方に様々
な仕事を紹介します。
　男性、女性、資格や免許に応じ、会員登録者に適した就労
の場を確保します。

収入の部
合計

141,015,000　円

支出の部
合計

141,015,000　円

会　費 1,020,000
寄付金 910,000

貸付事業収入
700,000

経常経費補助金
28,489,000

受託事業
57,731,000

法人後見事業
1,760,000

売上高
1,312,000

その他
389,000

前年度
繰越見込額
48,704,000

人件費
58,123,000

事業費
12,862,000

事務費
14,435,000

次年度
繰越見込額
43,652,000

積立資産支出
8,030,000

固定資産取得 498,000

その他 110,000

貸付事業支出 700,000

共同募金配分金事業 350,000

助成金 2,255,000

令和８年度収支予算　（単位：円）
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□俺たちの青春語らい場
　・2月5日プレ開催　	 36名参加（うちサポーター6名）
□音更ふれあいの家支援事業
　・助成対象　2町内会
□帯広大谷短期大学との連携
　・福祉フェスタ、歳末ふれあい事業への学生の参画
　・福祉の学習の推進強化（町内小・中学校）

生活福祉支援部門
□権利擁護事業
　Ⅰ．日常生活自立支援事業
　・生活支援員登録数　	 30名
　・サービス利用者　　	  1名
　Ⅱ．音更町成年後見サポートセンター事業
　・出前講座（3回実施）	 44名参加
　・住民参加の地域づくり映画上映会　（6月14日）	 208名参加
　・法人後見支援員情報交換会（2回開催）	 延28名参加
　・市民後見人・コミサポ合同フォローアップ研修（12月23日）	 28名参加
　・法人後見運営委員会（2月24日）	 委員7名出席
　・相談実績	 57件（新規28件・継続29件）
　Ⅲ．法人後見事業
　受任件数　	 8件（継続10件・新規1件・終了3件）
　Ⅳ．コミュニティサポート事業
　・コミサポ養成講座（8月21日）	 4名参加
　・コミサポ連絡会・交流会（2月19日）	 20名参加
　・見守り訪問事業　利用件数　6件（継続7件・新規2件・終了3件）
　・あんしんお預かり事業　利用件数　2件（継続1件・新規1件）
　・緊急時安否確認（鍵預かり）事業　	 利用件数 2件（継続2件）
□生活支援事業
　Ⅰ．生活福祉資金貸付事業
　・緊急小口資金　　	 2件
　・福祉資金福祉費　	 1件
　・教育支援資金　　	 3件
　Ⅱ．生活困窮者に対する安心サポート事業
　・支援件数　	 2件
　Ⅲ．応急生活資金貸付事業
　・貸付件数　	 5件
　Ⅳ．フードバンク事業
　・支援延件数　80件　　・支援物品受入延件数　84件

高齢者就労センター部門
□公共業務　　年間就労延人員　延5,506名　受託件数	 15件
□民間業務　　年間就労延人員　延3,716名　受託件数	 940件

地域福祉部門
□生活支援体制整備事業
　Ⅰ．地域交流サロン活動の普及促進
　・町内22か所のサロンを後援
　・広報活動、傷害保険の加入、活動費の助成等
　・地域交流サロン研修会（10月30日）	 10団体参加
　Ⅱ．住民主体の地域福祉活動の推進
　・地域でのラジオ体操　	 2か所
　・地域農園の実施　	 2か所（延526名参加）
□ボランティアセンター事業
　Ⅰ．ボランティア登録及び調整状況
　・個人ボランティア登録数　	 33名
　・団体ボランティア登録数　	 38団体（547名）
　・ボランティア調整数　	 個人延258名・団体延33団体
　・ボランティア入門講座（7月15日）	 33名参加
　・ちょこっとボラの時間（8月7日・11月14日）	 延41名参加
　Ⅱ．災害ボランティアの養成
　・災害ボランティア養成講座（2月27日）	 48名参加
　Ⅲ・おとふけ生きいきポイント事業
　・登録研修会（7月15日）	 17名参加
　・事業登録者（ポイント手帳交付）　	 129名
　・受入機関　	 町内44箇所
□福祉レクリエーション物品の貸出 
　ふまねっと：貸出数　94回・延参加人数　1,303名
　ボッチャ　：貸出数　36回・延参加者数　   617名
　モルック　：貸出数　56回・延参加者数　1,099名
□おとふけ福祉フェスタ
　・11月1日開催
□歳末ふれあい事業（ワクワクお便り交流）
　・58名参加
　・お楽しみ会（12月18日）	 14名参加
□福祉用具の貸出
　・車いす　43回貸出　　・特殊寝台　1回貸出
□ひとり親家庭支援事業
　・107世帯（167名）へ援助品を配布
□喫茶はっぴぃ～事業
　・営業日数　215日
　・ボランティア延人数　255名
　・利用者受入延人数　　249名
　・意見交換会（3回実施）延35名参加
□コミサポカフェ
　・開催数　7回　・延参加者数　561名（うちサポーター167名）

収入の部
合計

184,909,940円
支出の部
合計

184,909,940円

会費 1,031,850
寄付金 1,133,381

経常経費補助金
27,691,692その他

470,402
受取利息配当金
158,422
売上高
1,402,170
貸付事業収入
303,956
法人後見事業
2,746,500

前年度
繰越金

34,086,487
人件費

51,354,310

事業費
70,606,038

積立資産支出 2,561,753

固定資産取得 1,715,890

預託金払出 325,000

助成金 2,555,050

共同募金配分金事業費 167,300

貸付事業 303,956

事務費 14,369,720

次年度繰越金
40,950,923

受託事業
115,885,080

令和７年度収支決算　（単位：円）

令和７年度　事業報告 令和７年度実施事業について以下のとおり報告します。
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賛助会員

世帯会員
たくさんのご協力をいただき、誠にありがとうございました。ご協力いただいた社協会費を報告させていただきます。

町　内　会　名 金額（円）件数（件）
東平和 2,400 　
南中新政 2,000 　
勲 3,200 　
稲穂 2,800 　
長流枝 5,000 1
宝来第 1 3,000 　
宝来第 2 5,000 　
ひびき野西町第 1 6,650 　
ひびき野仲町 1 丁目 7,000 1
ひびき野仲町 2 丁目 5,000 　
ひびき野東町 1 丁目 5,000 　
ひびき野東町 2 丁目 5,000 　
北宝来 1 41,000 20
東旭 4,000 　
旭 4,200 　
報徳 2,600 　
北昭和 3,000 　
東昭和 3,000 　
中昭和 3,200 　
昭和 2,000 　
共和 1,600 　
東昭栄 3,800 　
昭栄 6,500 　
北明 10,200 　
新生 18,000 　
双葉 6,000 　
三交 3,000 　
親和 2,000 1
にこにこ 5,600 　
桜が丘 7,800 　
桜が丘西 10,000 　

町　内　会　名 金額（円）件数（件）
北陽台 8,200 　
雄飛が丘南区第１ 2,000 1
雄飛が丘南区第 2 10,800 　
雄飛が丘南区第３ 10,000 　
雄飛が丘仲区第１ 11,200 　
雄飛が丘仲区第２ 10,000 　
雄飛が丘北 16,000 15
雄飛が丘中央団地 14,000 　
六新 8,400 　
七福 8,400 　
新緑 2,600 　
東栄南 7,000 　
泉 7,200 　
新泉 5,000 　
若葉 12,600 　
梢 4,000 2
北花園 25,800 　
花園 12,000 　
緑が丘 1,800 　
東住吉 3,600 　
住吉 5,200 　
開進 10,000 　
楓 5,000 　
柳町南区東 10,000 　
柳町南区西 400 2
緑陽台仲区東 7,000 1
共栄 16,500 　
緑街 20,000 　
むつみ 20,000 　
共栄高台 7,000 　
共栄台東 4,900 　

町　内　会　名 金額（円）件数（件）
緑陽 45,000 　
木野４ 14,400 　
木野５ 10,000 　
木野６ 3,000 　
木野７ 10,000 　
木野新町 10,000 　
千隆 12,600 　
青葉 5,000 　
中鈴蘭 10,000 　
すずらん台 5,000 3
北蘭東 200 1
北蘭西 30,000 　
然別 7,000 　
大和 1,800 　
東士狩 4,800 　
矢部 5,000 　
鎮錬 3,800 　
上然別 3,800 　
北上 3,500 　
北栄 1,000 　
誉 3,600 　
牧場 3,800 　
北駒場 3,600 　
東中音更 7,000 　
光和 2,000 1
友進 2,200 　
牧 1,600 　
町内戸別 22,000 3

会　　社　　名 金額（円）
㈲山﨑造園 30,000
㈲笹本燃料店 20,000
㈱林造園土木 20,000
明治安田生命保険（相）釧路支社音更営業所 12,000
帯広信用金庫音更支店 10,000
音更神社 10,000
㈲音更環境管理センター 10,000
㈱向平健康堂薬局 10,000
健康堂㈱ 10,000
小椋塗工㈱ 10,000
木野農業協同組合 10,000
㈱柴田電気商会 10,000
リメイク 10,000

会　　社　　名 金額（円）
㈲小枝産業 10,000
大谷菩提樹会 10,000
牧野設備工業㈱ 10,000
㈱北星農産 10,000
㈲八恵清掃社 10,000
帯広管材㈱ 10,000
宝来中央歯科 10,000
丸宝繊維㈱ 10,000
音更町柏寿協会 10,000
㈲鳶山田組 10,000
更葉園 10,000
㈱中島自工 6,000
㈱中谷建設工業 6,000

会　　社　　名 金額（円）
㈲帯広保安資材 4,000
高玉興業㈱ 4,000
水口印刷 2,000
地域で一緒に暮らそう会 2,000
㈲まきのボデー 2,000
細海商店 2,000
㈱大成塗装工業 2,000
齋藤配管設備㈱ 2,000
民泊  音更日和 2,000
帯広大谷短期大学 2,000
髙野農場 2,000
合同会社ディッシューズ 2,000
㈲晴耕園苗畑 2,000

合  計  1,031,850円
世帯会員 707,850円　賛助会員 324,000円

令和７年度社会福祉協議会会費納入報告
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「 寄 付 金 付 き ピ ン バ ッ ジ 」の ご 紹 介

◆現金をご持参いただく場合
　　�社協事務局（音更町大通11丁目１番地　音更町総合福祉センター内）にて受付

いたします。（平日　午前８時45分～午後５時30分）
◆口座でお振込みの場合
　　木野農協に専用の振込用紙を用意しております。
◆ご連絡をいただければ、社協職員が受け取りに伺います。

※町内会からの会費の口数、納入方法につきましては、各町内会のご判断に一任いたします。

　社会福祉協議会（以下「社協」）は、地域の皆さまに支えられている民間の福祉団体です。地域の皆
様のお力をいただき、誰もが安心して暮らすことのできる福祉のまちづくりを目指し、地域福祉を推進
する役割を担っています。行政による法律に基づいた福祉施策とは異なり、住民主体の地域福祉活動の
実施のため、社協会費への協力をお願いしています。

　「赤い羽根共同募金」運動の一環として、音更町限定の寄付金付きピンバッジを作成しました。「おお
そでくん」は、音更町で半世紀を超え生産されている「音更大振袖大豆」をモチーフにしたキャラクター
です。昨年度に続き、町内の小中学校の皆さんからデザインを募集し、総数136点の応募の中、厳正な
審査の結果、下音更中学校３年生の髙橋さんの作品がデザインに選ばれました。
　皆様から寄せられた募金は、10月から始まる赤い羽根共同募金に寄託されます。
多くの皆様のご協力のほど、よろしくお願いいたします。

500円以上の寄付で進呈します！（1,000個限定）

社協の活動は皆さまの会費によって支えられています社協の活動は皆さまの会費によって支えられています

納入方法

問い合わせ：総務係　☎42－2400

□世帯会員　　一口　　   200円
□賛助会員　　一口　　2,000円
 （社会福祉施設、福祉団体、会社等）

・音更町や北海道社会福祉協議会からの補助金・委託金
・社会福祉協議会会員からの会費
・共同募金からの配分金
・地域の皆さまからの寄付金
・高齢者就労センターや喫茶事業による収益

社協の財源は
どうなっているの？

☆総合福祉センターのほか、木野支所・町内各道の駅・向平健康堂薬局様にてお取り扱いいただいております。

社協事業の自主性を高めるために
自主財源の確保が重要になります!!

音更町
限定
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コミュニティサポーター
養成講座 市民後見人養成講座 ボランティア養成講座

人との関りが好きな方にぴっ
たり！
仲間とつながりながら日常に
根ざした支え合うサポーター
になろう！

知識を増やし専門性を高めた
い方にぴったり！
制度を知ることは、自分の暮
らしを守る力にもなるよ！

はじめの一歩にぴったり！
多様なボランティア活動のな
かから自分に合う活動を見つ
けよう！

地 域 で 学 ぶ 夏 　 　 各 種 養 成 講 座 ス タ ー ト ！～特集～

あなたにぴったりの講座を見つけよう！
　７月から９月にかけて、３種類の養成講座を開催します。 気になる講座だけの受講も、
３講座すべてを受講して地域での活動・支援の関わり方・制度や法律まで 幅広く学ぶこ
ともできます。まずは、フローチャートであなたに合う講座を見つけてみましょう！

②レジでのお会計は…
　　A：どの列が早いか観察して並ぶ 
　　B：とりあえず一番近い列に並ぶ

④友人が落ち込んでいたら…
　　A：そっと横にいて話を聞く 
　　B：必要そうなら声をかける

③旅行をするならどっち？
　　A：みんなでわいわい、複数人での旅行
　　B：自分のペースでじっくり回るひとり旅

⑤新しく電化製品を購入したとき…
　　A：しっかりと説明書を読み込む 
　　B：まずは電源をいれて使ってみる

A B

A

A

A BB

B

A B

①カフェなどで席を選ぶとき…
　　A：全体を見て端などの座りやすい席に座る
　　B：目についた空いている席に座る
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地 域 で 学 ぶ 夏 　 　 各 種 養 成 講 座 ス タ ー ト ！
●ボランティア養成講座を修了した方
　地域での支え合い活動の土台となる基礎を学び、身近な場面で誰かを支える一歩を踏み出せます。話
し相手や見守り、環境整備、ちょっとした作業など様々な活動のなかから「自分らしく」続けられる活
動を見つけられます。
　　≪特徴≫
　　・�多様な活動の中から、自分に合った関わり方を選べる
　　・�好きなことや得意なことを活かした活動ができる
　　・�小さな関わりが地域の支え合いにつながることを実感で

きる

●コミュニティサポーター養成講座を修了した方
　地域のちょっとした困りごとに寄り添い、住民同士のつながりを育む役割を担います。個別の訪問、
コミサポカフェの運営など、日常に根ざした「身近で柔らかい」支え合い活動が中心です。
　　≪特徴≫
　　 ・�サポーター同士で意見を出し合い、活動を一緒につくっ

ていける 
　　・日常の支え合いが地域に根づくことを実感できる 
　　・仲間とのつながりが自然に広がる

●市民後見人養成研修を修了した方
　判断能力が低下した方の権利を守り、安心して暮らせるよう支える市民後見人を育成する研修です。
法律・福祉・財産管理などの専門的な知識を学び、実践に向けた理解を深めます。
　　≪特徴≫
　　・権利擁護に関する専門的な知識を習得できる 
　　・専門職や関係機関と連携しながら活動できる
　　 ・修了者は社協が実施する2つの事業で活動できる 　
　　　― 法人後見事業では「法人後見支援員」　
　　　― 日常生活自立支援事業では「生活支援員」

各講座・研修の詳細は、以下のページをご覧ください。
　・ボランティア養成講座 （P10） 
　・コミュニティサポーター養成講座 （P13）
　・市民後見人養成研修 （P14）
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ボランティアセン　ターからお知らせボランティアセン　ターからお知らせ

　本講座では、ボランティアの基本的な知識や関わり方を学びながら、体験を通して地域で
の活動に一歩踏み出せるきっかけづくりを目指しています。全講座を受講していただくこと
で、 地域の中で自分らしく活躍できる“担い手”として成長できる講座となっております。

定　　員：先着15名　　　　
参 加 費：無料
参加対象：ボランティア活動に関心のある町民
申 込 み：右記QRコードまたは電話にてお申し込み
　　　　　ください。

　「ボランティアってなに？」といった基礎知識を学
びます。また、聞くこと・話すこと・しぐさ・表情
などコミュニケーションに必要な技術を学びます。

　地域には、気軽に参加できるボランティアの場として「施設」
があります。 本講座では、施設のご協力のもと、これまで学
んだ内容を活かして１日ボランティア体験に取り組みます。

　右半身片麻痺や車いすの体験を通して、高齢者
や障がいのある方の心と身体の理解を深め適切な接
し方を学びます。

　地域では、様々なところでボランティアの力を必
要としています。どのような活動があるか、活動を
始めるにはどうすれば良いかを学びます。

※原則、全講座の受講をお願いしております。

令和8年度 ボランティア養成講座

【申し込み・問い合わせ先】
音更町社会福祉協議会（ボランティアセンター）
音更町大通11丁目1番地
T E L：42-2400
FAX：42-5481

申し込みQRコード

第1回目第1回目

第3回目第3回目

第2回目第2回目

第4回目第4回目

①ボランティア基礎
②コミュニケーション

施設ボランティア体験

①片麻痺・車いす体験
②施設ボランティアに向けて

今後の活動に向けて

７月９日㈭13：00～ 15：30

７月23日㈭10：00～ 15：00

７月16日㈭13：30～ 15：30

７月30日㈭13：30～ 15：30

総合福祉センター　中集会室

①在宅ケアセンターらんらん
　（社会福祉法人音更町柏寿協会）
②グループホームどんぐり
　（社会医療法人恵和会）
③ 介護老人保健施設とかち
　（公益財団法人北海道医療団）

総合福祉センター　大集会室

総合福祉センター　中集会室

日本医療大学 ヒューマンデザイン学部
教授　今西　良輔　氏

音更町社会福祉協議会　職員

音更町社会福祉協議会　職員

日　時

日　時

日　時

日　時

場　所

体験施設

場　所

場　所

講　師 講　師

講　師

申し込み締切
令和８年7月6日

ボランティアセン　ターからお知らせボランティアセン　ターからお知らせ
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ボランティアセン　ターからお知らせボランティアセン　ターからお知らせ
～気軽に始めるボランティア活動～
　地域の中には、ちょっとした作業が大きな力になる場面がたくさんあります。 
　「できることを、できるときに」。その気持ちが、地域をあたたかくしていきます。

　寄付していただいた使用済みのタオル等を使いやすい
形に整える気軽にできる作業です。

ウエスづくり1

　たくさんの寄付物品を賞味期限・種別ごとに陳列していただきました。必要な方へ確実に届けるため
の、とても大切な作業です

フードバンク食品管理2

みなさんが作ってくれ
たウエスは、町内の福
祉施設でとても喜ばれ
ています。

利用される方が
見やすく選びや
すい形に整えて
いただきました。

寄付の
お願い

ご家庭で余っているものがございましたら、寄付をお願いいたします。
・使用済みタオル
・食品、日用品（詳細はP.19をご参照ください）

ちょっとしたボランティアが
地域の支えになっています。

ボランティアセン　ターからお知らせボランティアセン　ターからお知らせ
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　地域での健康と安心を支える基盤として、人々が集まり交流する場が必要となります。音更町内でも、
以前からお茶飲みおしゃべりを中心にした地域交流サロンに加えて、いろいろな形の居場所が増えてき
ています。どの活動も参加してみたいときにお越しいただけます。詳細が知りたい方は本会までお問い
合わせください。

　　地域交流サロン
　自宅や身近な地域会館を会場にして、参加者みんなで内容を決めて運
営していく仲間づくりの交流活動です。現在、町内20か所でそれぞれ
活動しています。
　これまで取り組まれているお茶飲みおしゃべりを中心としたサロン
に加えて、体操やスポーツ、健康麻雀等、特定の活動を通して交流しよ
うというサロンも増えてきています。
　参加したい方はもちろん、サロン立ち上げにご興味のある方も本会までお問合せください。

　　ラジオ体操
　令和元年から始まった住民有志のラジオ体操の会（本会が後援）。
どなたでもご参加いただけますので、朝のお散歩ついでに参加して
みませんか？

　　地域農園事業
　社会福祉法人音更町柏寿協会様、社会医療法人博愛会
様の2法人に共催いただき、2か所の地域農園を開設し
ております。
　アドバイザーのご指導を受けながら、参加者同士が交
流しながら農作業を行っています。

　　すずらんスマイルガーデン
　昨年から、「誰でも自由に立ち寄れ、笑顔のあふれる花壇」を目指し、
月2回、手稲ロータス会の花壇整備を行っています。施設を利用する方
や鈴蘭保育園の子ども達と交流しながら植え付け作業等を行います。

住 民 同 士 の 支 え 合 　 い の 仕 組 み づ く り住 民 同 士 の 支 え 合 　 い の 仕 組 み づ く り
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　高齢化が進む中、医療・介護の負担はますます　　　　増えていき、これまで以上に地域の中の支え合いの仕組みが重要になってきます。

居場所づくり

団　体　名 場　　所 実施日時

おはよう広場 総合福祉センター前 ５月７日～10月31日
平日６時30分

みんなでラジオ体操 雄飛が丘南公園 ５月７日～10月31日
隔週平日７時00分

地域農園「ことの葉」
（社会医療法人博愛会共催）

地域農園「話花」
（社会福祉法人音更町柏寿協会）
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　地域の中で見守りや声かけなどの支え合い活動を始めたい方が、安心して一歩を踏み出せるよう、基
礎的な知識や心構えを学ぶ講座です。地域の困りごとに気づき、音更町社協福祉協議会職員と一緒に解
決に向けて取り組む「コミュニティサポーター」の役割について理解を深めます。

　講座修了後、活動を希望される方は、本会にコミュニティサポーターとして
登録し、地域での見守りや声かけなどの支え合い活動に参加できます。現在、
50名以上の方が登録し、「誰もが安心して暮らせる町」を目指して活動してい
ます。

◯コミュニティサポーターの主な活動
　◦見守り訪問
　　在宅で生活する認知症の症状がある方等のご自宅を訪問し、
　　話し相手や介護者不在時の見守りなどを行います。
　◦緊急時安否確認（鍵預かり）
　　一人暮らし高齢者の自宅の鍵を預かり、関係機関と連携し
　　て安否確認を行う事業です。サポーターには日常の声かけ
　　や見守りをお願いします。
　◦コミサポカフェの運営協力
　　２か月に１度開催するコミサポカフェの運営に参加します。
◯こんな方に向いています
　◦地域に関わる一歩を踏み出したい
　◦無理のない範囲でできる支え合い活動に興味がある
　◦見守りや声かけなど、日常の中でできることから始めたい

≪講座概要≫
　・日時：令和８年８月25日（火）　13時00分から16時20分
　・場所：音更町総合福祉センター２階研修室２（音更町大通11丁目１番地）
　・内容：①住民主体の支え合いについて　②認知症の理解　③在宅訪問の心構え
　　　　　④コミュニティサポーターの活動報告　⑤講座修了後の活動について
　・受講対象者：音更町民　　・定員：20名　　・受講料：無料
　・申し込み：事前の申し込みが必要です。右のQRコードから
　　　　　　　お申込みいただくか、本会までお電話ください。
　・申込締切：８月18日（火）

住 民 同 士 の 支 え 合 　 い の 仕 組 み づ く り住 民 同 士 の 支 え 合 　 い の 仕 組 み づ く り
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　高齢化が進む中、医療・介護の負担はますます　　　　増えていき、これまで以上に地域の中の支え合いの仕組みが重要になってきます。

令和 8 年度
コミュニティサポーター養成講座受講者募集

申し込み・問い合わせ先　音更町社会福祉協議会　電話：42-2400、FAX：42-5481

申し込みフォーム
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令和 8 年度　市民後見人養成研修令和 8 年度　市民後見人養成研修

　音更町では、認知症や知的・精神障がい等により判断能力が十分
ではない人の権利を守るため、財産管理や日常生活での様々な契約
等の後見業務を行なうことができる知識・技量を備えた「市民後見
人」を養成する研修を開催します。
　なお、市民後見人として活動するためには原則、養成研修のすべ
ての講義を受講することが必要です。

●日　　程　　令和８年８月20日（木）～ 令和８年10月１日（木）の毎週木曜日　
　　　　　　　13時30分 ～ 17時00分　（一部日程は変則時間）　予定　

●会　　場　　音更町総合福祉センター（音更町大通11丁目１番地）

●内　　容　　右記「市民後見人養成研修カリキュラム」のとおり
　　　
●対　　象　　①研修終了予定日において、満25歳以上で、現に音更町に居住する方
　　　　　　　②これまでに未成年後見人、成年後見人、保佐人、補助人を解任されたことがない方
　　　　　　　③破産していない方
　　　　　　　④音更町市民後見人養成研修を修了されていない方
　　　　　　　⑤原則としてすべての研修カリキュラムを受講できる見込みがある方

●受 講 料　　無料　但し、教科書代（2,717円）受講者負担
　　
●募集期間　　令和８年６月22日（月）～ 令和８年７月22日（水）　必着　

●定　　員　　10名（申込先着順で、定員になり次第、締切らせていただきます。）

●申込方法　　別紙「市民後見人養成研修受講申込書」に必要事項を記載し写真（縦３㎝×横2.5㎝、
　　　　　　　裏面に記名）を貼付したものを、音更町社会福祉協
　　　　　　　議会まで郵送又はご持参ください。　　
　　　　　　　※募集要項、申込書等は、音更町社会福祉協議会窓口・
　　　　　　　　ホームページまたは、木野支所で取得できます。

●そ の 他　　全カリキュラムを修了した方には修了証が発行され
　　　　　　　ます。
　

－－－－－－－－－－－－－－－　申込・問合せ先　－－－－－－－－－－－－－－－
社会福祉法人音更町社会福祉協議会　（ホームページ　http://otofuke-syakyo.jp/）
〒080-0101　音更町大通11丁目１番地　音更町総合福祉センター内　電話 0155-42-2400

受講生
募集 !!
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令和８年度　市民後見人養成研修カリキュラム
会場：音更町総合福祉センター　1 階　大集会室

回 月・日 曜日 時間帯 単位 分 研修内容 講師

第
1
回

8/20 木

1 13：30～13：50 開講式　・　オリエンテーション

2 13：50～15：50 2 120 市民後見概論
社会福祉士　宮澤　英雄　氏

3 16：00～17：00 1 60 権利擁護の理念

第
2
回

8/27 木

4 13：30～14：30 1 60 認知症の理解 帯広大谷短期大学　小林　聖恵　氏

5 14：40～15：40 1 60 障がい者の理解 愛灯学園　坪井　一身　氏

6 15：50～16：50 1 60 意思決定支援について 社会福祉士　宮澤　英雄　氏

第
3
回

9/3 木

7 13：30～14：30 1 60 民法（財産法・家族法）

弁護士　 岩﨑　優子　氏8 14：40～15：40 1 60 成年後見制度概論Ⅰ（法定後見）

9 15：50～16：50 1 60 成年後見制度概論Ⅱ（任意後見）

第
4
回

9/10 木

10 13：30～14：30 1 60 後見実務Ⅰ（申立て）

司法書士　遠藤　豊和　氏11 14：40～15：40 1 60 後見実務Ⅱ（報告）

12 15：50～16：50 1 60 後見実務Ⅲ（終了）
第
5
回

9/17 木
13 13：30～15：40 2 120 対人援助の基礎 帯広大谷短期大学　佐藤　英晶　氏

14 15：50～16：50 1 60 家庭裁判所の機能と役割 釧路家庭裁判所帯広支部

第
6
回

9/24 木

15 13：30～14：00 0.5 30 地域包括支援センターの役割・
高齢者虐待防止 高齢者福祉課　包括支援係

16 14：00～14：30 0.5 30 介護保険制度 高齢者福祉課　介護保険係

17 14：40～15：10 0.5 30 障がい者施策 福祉課　障がい福祉係

18 15：10～15：40 0.5 30 生活保護制度　 福祉課　福祉係

19 15：50～16：20 0.5 30 社会福祉協議会（コミサポ）とは 社会福祉協議会

20 16：30～17：30 1 60 日常生活自立支援事業について 社会福祉協議会

21 受講申込時 1 レポート エントリーシート

22 研修最終日 2 市民後見人像

第
7
回

10/1 木

23 13：30～14：00 0.5 30 受講生スピーチ 受講生

24 14：10～15：10 1 60 今後の活動と心構え 
（法人後見支援員の登録と活動） 社会福祉協議会

25 15：20～15：50 0.5 30 実践報告 支援員

26 16：00～ 閉講式

※　今年度は、音更町・幕別町・芽室町の３町での共同開催です。

市民後見人とは？？

　家庭裁判所から成年後見人等として選任された一般市民が、専門組織による養成と活動支援を受
けながら、市民としての特性を活かした後見活動を地域における第三者後見人の立場で展開する権
利擁護の担い手のことを「市民後見人」といいます。
　音更町では、本研修を修了後、「法人後見支援員」として社会福祉協議会に登録いただき、社会
福祉協議会が受任した後見事務を社会福祉協議会とともに担っていただいています。
　修了後の活動はできなくても受講は可能です。
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第12号

音更町
老人クラブ連合会会報

令和８年６月現在

クラブ数　  35 クラブ

会員数　   1,606 名
男性  702 名
女性  904 名

問い合わせ先：音更町社会福祉協議会

令和８年度音更町老人クラブ連合会総会
　令和８年度音更町老人クラブ連合会総会が、４月30日（木）に
総合福祉センター大集会室にて開催され、町老連役員を含む57名
が出席しました。
　総会では、令和７年度の決算および事業報告、さらに令和８年度
の予算と事業計画について審議が行われ、いずれも承認されました。
　併せて、白ブロックより木野８区共楽クラブの方川克明会長が新たに町老連理事として選出されまし
た。今後も連合会が中心となり、様々な行事を企画、運営する中で、地域に根ざした交流活動や健康づ
くりの推進が期待されます。

第30回 パークゴルフ大会
　５月26日（火）、音更川リバーパークパークゴルフ場において、第30回音更町パークゴルフ大会が
開催されました。当日は町内18クラブから68名が参加し、爽やかな陽気の中で熱戦が繰り広げられま
した。競技の結果、男女それぞれ上位６名、計12名が、６月26日（金）に幕別町で開催される十勝大
会への出場権を獲得しました。また、競技中にはホールインワンも記録され、ホールインワン賞やブー
ビー賞には景品が贈られるなど、和やかな雰囲気の中にも盛り上がりのある大会となりました。

【上位入賞者（クラブ名・スコア）】（敬称略）

（男性の部）　【優　勝】細野廣美（南鈴蘭愛生会・98）	 【準優勝】菊地孝夫（東部福寿会・98）
　　　　　　【３　位】鈴木　功（東部福寿会・100）	 【４　位】野原重幸（清和いきいきク・101）
　　　　　　【５　位】遠藤　栄（緑陽台老人ク・104）	 【６　位】小島定雄（北蘭友愛ク・104）

（女性の部）　【優　勝】柴田栄子（鎮錬老人ク・108）	 【準優勝】松川節子（中央福寿会・108）
　　　　　　【３　位】吉田信子（東部福寿会・108）	 【４　位】篠島愛子（清和いきいきク・113）
　　　　　　【５　位】森　春江（中央福寿会・113）	 【６　位】小森光枝（東士幌喜楽会・113）
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～単位老人クラブの活動紹介～

　木野新町ひまわり会は、平成12年４月に会員63名で「新町クラブ」を結
成し、同時に音更町老人クラブ連合会に加入しました。平成30年７月より、
会の更なる発展を願い、クラブの名称を「木野新町ひまわり会」と変更し現
在に至っています。会員の高齢化が進んでいて、85歳以上の会員は19名（男
性３名・女性16名）おります。最高齢は96歳の男性で、今も元気に活動し
ています。例年、町内会の防災訓練と懇親会、クリーンアップ作戦、資源
回収に参加するほか、４月から11月にかけては、子供たちの登校時の監視、
指導を実施しています。他には出前講座や敬寿会など多くの活動に取り組ん
でいます。少ない会員ですが、皆で元気に活動していきたいと思います。

「友愛・親睦・健康で絆深める」　　　木野新町ひまわり会（能手 勝吉会長、会員35名）

　音幌老人会は、少人数ならではの温かい雰囲気を大切にし、和気あ
いあいと日々活動しています。
　毎月の例会では、互いの元気な姿に触れ合えることが大きな励みで
す。地域内のゴミ拾い、観桜会、公園散策、町内施設の見学など、季
節に応じた行事を楽しみながら地域にも貢献しています。さらに、十
勝川温泉での一泊研修は会員の親睦を深める貴重な機会です。
　また、冬期はモルックや出前講座など、無理なく参加できる活動を
取り入れています。これからも会員の健康と生活に役立ち、仲間との
親睦を深めながら、笑顔あふれる時間を過ごしていきたいと思います。

「交流と学びで広がる豊かな時間」　　　音幌老人会（鈴木 初男会長、会員18名）

　私たちのクラブは十勝川温泉町内会、東旭町内会、旭町内会の３地
区で会員37名にて構成しており、毎月１回の例会を行っています。今
年度は５月20日に音更消防署職員２名を講師に招き、心肺蘇生術等の
応急手当の方法と、消火器取扱にかかる講話をいただきました。また
６月24日の例会では、町保健センター職員より「高齢者の健康について」
と題した講話をいただきました。社会奉仕活動としては、６月１日に
温泉街路の花壇に花を植え、９月には温泉地区やハナック広場のゴミ
拾い等を予定しています。毎月の例会では、会で購入した「ボッチャ」
を行い、笑いあり、会話あり、和気あいあいと楽しい1日を過ごしています。

「安全を学び、健康を守り、地域を彩る私たちの活動」十勝川温泉老人クラブ幸生会（白木 勲会長、会員37名）

　毎週水曜日にミニバレーと、木曜日は卓球を鈴蘭軽スポーツセンター
で行い、心地よい汗を流しています。
　最近は平均年齢も上がっており、これまで週２回行っていたミニバレー
を、コロナの後は週１回として楽しんでいます。
　また卓球については、冬に参加者が増えます。夏の期間にパークゴル
フを楽しんでいる会員が、冬になり卓球に参加し、６台ある卓球台はフ
ル回転するほどです。口は出るが足が出ない。それでも笑いで、休憩中
のおしゃべりもゲームのひとつとして、毎回楽しんでいます。

「スポーツに汗」　　　清和いきいきクラブ（井上 博会長、会員45名）
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喫茶はっぴぃ～からのお知らせ

■ 価格改定および一部サービス終了について
　いつも、喫茶はっぴぃ～をご利用いただき誠にありがとうございます。
　このたび、原材料費の高騰などに伴い、メニューの価格改定および一部サービス終了を行うこととな
りました。
　ご利用いただいている皆さまにはご負担をおかけし、大変心苦しい限りですが、今後も品質とサービ
ス維持向上に努めてまいります。何卒ご理解を賜りますようお願い申し上げます。

■ ボランティア募集のお知らせ
　「喫茶はっぴぃ～」では、障がいのある方の業務をサポート
していただけるボランティアスタッフを募集しています。

●喫茶に興味のある方

●接客が好きな方

●調理補助に挑戦してみたい方

お住まい、年齢、性別は問いません。
「空いた時間を有効に使いたい」
「新たな生きがいや居場所を見つけたい」
そんな思いをお持ちの方、もちろんお仕事している方も大歓
迎です。
詳細について、募集チラシをご覧いただくか、社協までお気
軽にお問い合わせください♪

　音更町社会福祉協議会では、心身に障がいがあり、外出の機会が少ない方の社会参加の場として、
ボランティアさんに協力をいただき総合福祉センター内で「喫茶はっぴぃ～」を運営しています。

　音更町内にお住いの障がいのある方を対

象に、喫茶店での活動に参加して
いただける仲間を募集しています。喫

茶店での作業を通して、楽しみながら社会
参加することを目的としています。詳細は
社協までお問い合わせください。

音更町で喫茶店のお仕事に
興味のある方を募集しています
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【匿名の寄付】

預託品名 数量
お菓子 3 袋
砂糖 1 袋
うどん 11 箱
フキ（1㎏） 45 袋
蕨（150・200ｇ） 20 袋
食料品 段ボール5 箱

令和8年2月26日～令和8年5月15日 （敬称略）

預託品名 預託者氏名 数量
食料品

音更町商工会女性部
8 点

防災食・保存食 5 点
調味料 3 点
お菓子

山田　東雅・野永実
29 点

飲料 4 点
LL牛乳（12本入り） よつ葉乳業株式会社 60 箱
食料品 音更町農協女性部 48 点
らーめん（醤油味） 北海道開発局

帯広開発建設部経理課
1 箱

缶入りパン（2種類） 各1 箱

フードバンク事業とは、食べ物をお渡しするだけではなく食品ロス削減にも寄与しようとする活動です。

提供を希望する食材について提供を希望する食材について

● 賞味期限に余裕のあるもの　※（１か月以上） 

● 常温保存が可能なもの 

● 賞味期限の記載があるもの 

食品以外に、洗剤やシャンプー、
トイレットペーパー等の日用品
も受け入れています！

音更町商工会女性部

音更町農協女性部

高齢者就労センター会員募集 !!
　公共業務（草取り・草刈・資源ゴミ回収作業等）や、ご家庭からの高齢者向けのお仕事を知
識や経験、技術に見合った会員の方に紹介します。

○原則として町内在住の概ね 60 歳以上の方であれば会員登録できます。

○働いた内容に応じ、毎月決められた日に会員業務委託料が支払われます。

　まずはお気軽にお問合せください。
問い合わせ：高齢者就労センター　☎ 42－3335

　フードバンク事業へのご寄付ありがとうございます

たくさんのご寄付を

ありがとうございます



20

（預託先）

●食料・タオル類 ➡ 町内施設など
●使用済切手・書き損じハガキ他 ➡ 北海道ユニセフ
●リングプル ➡ プルネット
●ベルマーク ➡ ベルマーク教育助成財団

◎金　銭 （敬称略・順不同）
寄　付　者　氏　名 寄付金（円） 寄 付 金 使 途

JA木野　女性部 50,000

社会福祉協議会
佐藤　律子 19,901
JAボランティア菜の花 9,935
沼田　秀実 1,000
匿名 5,000 みんなでラジオ体操

令和8年2月26日〜令和8年5月15日＊ご厚志ありがとうございました＊＊ご厚志ありがとうございました＊
預託されました浄財を紹介いたします。　預託された浄財は配分先において有効に活用させていただきます。

社会福祉協議会の各種事業は、会員皆様の会費と寄付金等を主な財源として行っております。
今後ともご寄付につきまして、ご支援ご協力いただきたく、よろしくお願い申し上げます。

三浦　正敏（種芋）　　50kg 
小谷　隆志（玉葱苗）　500本

〜地域農園への寄付～

＼たくさんのご寄付をありがとうございます／

◎物　品 （敬称略・順不同）
預 託 者 氏 名 預 託 品 名 数　量

音更町商工会女性部

タオル類 90 枚
タオルケット 9 枚
シーツ 2 枚
ウエス 10.5 kg
使用済切手 1,235 g

南鈴蘭愛生会 リングプル 3.6 kg
木野温泉 リングプル 1.7 kg

石川　信恵
リングプル 2 kg
ベルマーク 217 枚
使用済切手 91 枚

音更町農協女性部

タオル（使用済） 48 本
タオル（未使用） 62 本
使用済切手 0.19 kg
リングプル 1.6 kg

細海　知子
使用済切手 380 枚
テレホンカード 4 枚

音更ライオンズクラブ
タオル 184 枚
バスタオル 16 枚

JA木野女性部 使用済切手 700 枚
丸谷　沙世 リングプル 18 kg
国際ソロプチミストおとふけ リングプル 2.2 kg
高橋　信男 リングプル 3.8 kg

村上　保
使用済切手 数量不明
リングプル 0.154 kg

匿名（3件） リングプル 12.68 kg
匿名（1件） 使用済切手 16 枚
匿名（1件） タオル類 数量不明

JA ボランティア菜の花

音更町ライオンズクラブ JA 木野女性部

リングプル（1,500kg）を
車いす 2 台と交換しました

　住民の皆さまや各団体等からご寄付をいただいておりますリ
ングプルを、江別市野幌町にある「リングプル再生ネットワー
ク（プルネット事務局）」にご依頼し、車いす２台と交換しました。

車いすについては、住民の皆さんに貸出可能な福祉用具に追加します。必要な方は、社協までお問い合わせください。 


